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研究成果の概要（和文）： 日本軍「慰安婦」制度と米軍の性売買政策・性暴力の比較研究をおこなうことを目
的として本研究をおこなった。米国や英国などの公文書館や図書館などにおいて、関連史料を多数収集すること
ができた。また各国の研究者との研究交流をおこない、研究協力のネットワークも作ることができた。
 こうした研究活動を通じて、日本軍のケースと米軍のケースについてその相違についてかなり把握できるよう
になってきた。同時に、日本軍「慰安婦」制度を世界史のなかで位置づけるためには日米比較だけでは不十分で
あり、欧州や韓国を含めて国際比較が必要であることも強く認識するようになった。

研究成果の概要（英文）： The purpose of our research was to conduct a comparative research on 
Japanese military 'comfort women' system and US policy to sexual trade and sexual violence. While we
 have made a collection of related documents from archives and libraries in the US and UK, we 
conducted workshops with researchers of several countries and made networks with them. By such 
academic activities we have enhanced our recognition of differences between Japanese and US cases.
 At the same time, we have come to understand that the comparison between Japanese and US cases is 
insufficient in order to give the proper place to Japanese military ‘comfort women’ system in the 
world history and that it would be necessary to make an international comparison including European 
and Korean cases. 

研究分野： 現代史
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１．研究開始当初の背景 
日本軍「慰安婦」制度については 1990 年

代以来、日本軍・政府資料や日本軍将兵の戦
記・回想、元「慰安婦」や関係者の証言、米
英中蘭など連合国側の資料、戦犯裁判関係資
料などの調査と、それらの諸資料の分析によ
り詳細に明らかにされてきていた。米軍の性
売買政策については近年ようやく日本でも研
究が進みつつあった。 
しかし日本軍「慰安婦」制度は世界史的に

見た場合、どのような位置にあるのか、特に
第二次大戦中、ならびにそれ以降、世界各地
に駐留する米軍の性売買に対する思想・政策
との共通性と差異は何かという問題はまだ十
分に解明されているとは言えなかった。駐留
する国・地域ごとの米軍の性売買政策の差異
についてはまだまだ未解明であった。 
軍隊の性売買に対する政策は、その軍隊の

所属する国家・社会の性売買に対する思想・
政策と密接に関連しているが、そうした観点
からの研究もまだ不十分であった。 
こうした状況下で、日本軍「慰安婦」制度、

日本の公娼制、米軍ならびに米国における性
管理・政策について、史料調査や研究の蓄積
が進みつつあり、それらを総合し、かつ比較
分析する条件が整いつつあった。 

 
２．研究の目的 
以上のような研究状況の下で、本研究は日

本軍「慰安婦」制度と米軍の性売買政策・性
暴力の比較研究をおこなうことを目的として
出発した。 
軍の性売買に対する思想と政策は、その国

の性売買に対する国家の政策と密接に関連し
ている。そこで日本軍「慰安婦」制度と公娼
制との関連の分析、米軍の性売買政策と米国
の政策との関連の分析、ならびに日本と米国
の性売買に対する思想と政策の比較分析をお
こないながら、上記の主題の比較研究をおこ
なうことを目指した。米軍の性売買政策は駐
留する地域の性売買のあり方とも密接に関連
しており、日本や米軍支配下の沖縄、その他
の国・地域の比較研究もおこない、そうした
研究を通じて、世界史的な視野で、日本軍「慰
安婦」制度と米軍の性売買政策・性暴力を比
較し、それらの特徴を明らかにすることを目
的とすることとした。 

 
３．研究の方法 
史料に基づいた実証的な研究を進めるため

に、米国の国立公文書館をはじめ各大統領図
書館や海軍歴史遺産本部、ニューヨーク公共
図書館、カリフォルニア歴史協会、カリフォ
ルニア大学バークレー校図書館、サンノゼ州
立大学図書館、サンフランシスコ公立図書館
ならびに英国の国立公文書館、英国図書館、
ロンドン大学ＬＳＥ図書館女性図書館、
Wellcome 図書館などにおいて米軍ならびに
英軍関連資料の調査をおこない、資料を収集
した。世界各地の性売買についての資料を所

蔵している国際連合・国際連盟文書館（ジュ
ネーブ）において、婦女売買禁止の国際的な
取組みと世界各地における性売買の調査など
の資料も収集した。中国南京の慰安所跡に関
する現地調査もおこなった。 
また日本国内においても日本の外交文書や

自治体などで収集されている米軍資料、国立
公文書館や靖国偕行文庫、しょうけい館図書
館、沖縄県公文書館、奈良・石川・岡山・倉
敷・福岡などの県立・市立図書館などで日本
軍「慰安婦」制度や公娼制に関する資料を収
集した。 
元日本軍慰安婦や米兵相手の性売買に関す

る現地調査や関係者からの聞き取り調査も並
行して進めた。 
米軍基地のある日本国内、沖縄などの調査

と並行して韓国の米軍による性売買・性暴力
の実態解明も進めた。韓国ではそれらの史料
の発掘と研究が進んでいることから、そうし
た成果の邦訳を進めた。またフランス軍の野
戦売春宿の研究もフランスにおいて進み始め
ているので、そうした史料や研究の邦訳も進
めた。英国での英軍に関する史料も調査し、
日本軍と米軍の比較だけにとどまらず、日米
両軍が世界史の中でどのような位置にあるの
か、についても理解に努めた。 
そうした調査をおこないながら、ドイツ・

ハンブルクにおいて、ドイツ国防軍と強制収
容所における売春宿、ドイツ軍のセクシャリ
ティに関する研究者らとともにワークショッ
プをおこない、国際比較をおこなううえでの
最新の視点と視野を得ることができた。また
ノイエンガメとラーベンスブリュック強制収
容所を訪問しそれらにおける囚人用売春宿の
最新の研究成果を得ることができた。 
また韓国の米軍基地周辺に生まれた基地村

において米兵向けの性売買に従事した女性た
ち、いわゆる基地村女性に関する研究が進展
していることから、韓国研究者を日本に招い
て研究会をおこない、さらに韓国ソウルで基
地村女性に関するワークショップを開催し、
韓国における最新の研究成果を得るとともに
研究交流をおこなった。またピョンテク基地
村女性を支援している団体を訪問して聞取り
調査をおこない、その実態を把握することが
できた。 
このようにして、史料調査を重視してその

関連史料の収集をおこないながらも、ドイツ
や韓国などの研究者との研究交流もおこない、
世界史的な視野で日米両軍の問題をとらえる
ように努めてきた。 

 
４．研究成果 
 日本軍「慰安婦」制度と日本の公娼制に関し
てはすでに多くの史料が見つかっているが、
さらにいくつもの史料を収集することができ
た。また「3」で述べたような国内外での調
査活動を通して多くの関連史料を収集するこ
とができた。沖縄を含む日本や韓国での聞取
り調査によりオーラル史料も収集した。 



これらの収集した史料に基づき、いくつか
の研究成果を論文や学会発表の形で発表した。
また収集した史料が広く研究者や市民によっ
て利用できるように全 9 巻の史料集も刊行し
た。 
日本での研究の進展を受けて、ドイツでも

国防軍や強制収容所での売春宿、ドイツ軍に
よる性暴力の研究が進みつつある。韓国にお
いても、朝鮮戦争時の韓国軍「慰安婦」や米
軍「慰安婦」の研究が始まり、日本軍慰安婦
問題と合わせて、国家による女性の人権侵害
という普遍的な視点からの研究が進められて
きている。この二つの国の研究者と研究交流
をおこない、それぞれの国でワークショップ
と現地調査をおこなった。 
また英軍や仏軍など欧米諸国の軍隊と性に

関する文献・史料の収集と整理もおこない、
日本軍と米軍の世界史的な位置を明らかにし
ようとした。 
 こうした調査研究活動を通じて、日本軍の
ケースと米軍のケースについてその違いと相
互関係についてかなり把握できるようになっ
てきた。しかし世界史的に見ると、近代の規
制主義は欧州で誕生展開し、同時に婦女売買
禁止条約などの取り組みも国際連盟の下、欧
州主導で進められてきた。日本は欧州の影響
下に公娼制を導入するが、その後の展開は欧
州とはかなり異なっている。1930 年代以降の
日本軍「慰安婦」制度の導入は自由民主主義
諸国とは大きく異なる方向に進んだことを意
味している。また米国は禁止主義と公式政策
として採用しながらも、日本や韓国では性売
買を非公式的に利用する対応をとるなど、欧
州諸国とも異なった動きを見せる。 
英国、フランス、ドイツなど欧州諸国にお

ける軍隊と性に関する研究動向も把握でき、
そうした認識の深まりのなかで、日本と米国
の比較だけでは世界史のなかでの位置づけと
しては不十分であることが明確になった。日
本軍「慰安婦」制度を世界史のなかで位置づ
けるためには日米比較だけでは不十分であり、
欧州を含めて国際比較が必要であること、19
－20 世紀における規制主義の形成展開衰退
の過程を踏まえて、軍隊と性売買の問題をと
らえる必要があることも強く認識するように
なった。と同時に、本共同研究により多くの
関連する研究成果や史料を収集し、かつ史料
状況を把握することができたし、国際的な研
究者とのネットワーク作りを進めてきたこと
により、そうした日本軍「慰安婦」制度を世
界史のなかで位置づける研究が可能な条件を
作り出せたと言える。 
 そういう意味でも本共同研究は、さらなる
研究発展のために重要な貢献ができたと考え
る。 
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